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小学生のビッグな夏休み

E事:m宵~国百百Zヨ
ア月26日から31日まで、北文の大自然の中で「あさ

ひわんぱく探険隊」と題し定ロングキャンブガ行われ

牛、
v

．4｜
キ
ャ
ン
プ
の
基
本
は
食
事
。

各
税
ご
と
に
分
か
れ
て
料
理
コ

ン
テ
ス
ト
を
行
い
ま
し
た
。
メ
ニ
ュ
ー
も
自
分
た
ち
で
考
え
、

な
か
な
か
お
い
し
そ
う
に
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
さ
て
お
昧

の
ほ
う
は
っ
・

-

イ
ワ
ナ
の
つ
か
み
ど
り
に
挑
戦
。
自
分
で

っ
か
ま
え
て
焼
い
た
イ
ワ
ナ
の
昧
は
最
高
。

ち
ょ
っ
と
食
べ
す
ぎ
た
か
な
？

ましだ。

参加しだのは町内の5、6年生31人。子ども定ちは
自分で炊事をしたり、朝日岳登山、イワナのつかみど

りなど自然の中で多くのことを学びましだ。

真っ黒に日焼けした子どもだちは1回りも2回りも

大きくなったことでしょう。

官 テント設立も自分たちの手で。

v’時
朝
日
岳
正呈

山

も
挑
戦
し
ま
し
た

時

ロ
ン
グ
キ
ャ
ン
プ
も
無
事
終
了
。
た
く
ま

し
く
な
っ
て
帰
っ
て
き
た
ぞ
。
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国民文化祭朝日間実行委員会

（宮役場内線323）まで

役場生涯学習課内※問い合わせ先

間
閉
山
団
関
白
園
川
閣
困

9月四日（日）
監誼諸藩麗団

高岡市：高岡大和

（問い合わゼ先）サンリーナ（B83-0030)

富山市：富山西武、富山大和

チケットぴあ

チケットセゾン

インフォマート

チケット好評発売中

取扱プレイガイド

朝日町：アス力、サンリーナ

魚津市：サンプラザ魚津店

黒部市：メルシー黒部店

糸魚川市：ニチイ糸魚川店

入善町：コスモ21

第四回全国ビーチボール
競技大会

12都県 68市区町村から
355チーム、2064人が参加

勝L~
円E調骨－・.. a: ・~-:r.！ι.!"'r.'~，引唱？彊白神d

~· . s月29田町 長子：：；
サンリーナIt含聞鎗 19:00

開眼J~，男声物ケ~~t!!

.. 一V
ア
バ
ン
ド
の

祭
典
グ

今
年
の
叩
月
5
日
は
朝
日
町
文
化

体
育
セ
ン
タ
ー
「
サ
ン
リ
l
ナ
」
を

中
心
に
、

一
気
に
互
に
進
一民
り
か
も

し
れ
な
い
。

第
日
凶
国
民
文
化
祭
と
や
ま
何
「
ヤ

ン
グ
ミ
斗
｜
ジ
ツ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
・川
あ
さ
ひ
」
が
互
の
太
陽
を
呼
び

戻
す
。メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
に
県
内
外
か
ら

の
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
問
団
体
が
集

結
し
、
ノ
ン
ジ
ャ
ン
ル
の
ス
テ
ー
ジ

を
展
刷
。
彼
ら
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
ア

ツ
い
叫
び
を
聴
こ
う
で
は
な
い
か
。

そ
し
て
、
ゲ
ス
ト
に
は

C
M
や
テ

ー
マ
ソ
ン
グ
を
歌
う
な
ど
、
も
の
す

ご
く
勢
い
に
ノ
y
て
る
松
田
樹
利
孫
。

そ
の
ほ
か
、
会
場
外
企
画
と
し
て
、

き
ん
第
一
で
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
に
は
ト

が
れ
な
か

っ
た
も
の
の
、
実
力
の
程

は
十
二
分
の
ア
マ

チ
ュ
ア
バ
ン
ド
の

ス
テ
ー
ジ
。
ま
た
、
判
日
町
初
の
フ

リ
l
マ
ー
ケ

ッ
ト
も
策
絡
。
掘
り
出

し
物
探
し
に
ア
ツ
く
な
る
の
も

一
興。

叩
月
5
日
は
サ
ン
リ
｜
ナ
で
ア
ツ

く
な
れ
！

し
か
し
、
入
場
に
は
整
理
券
が
必

要
。
詳
し
く
は
、
今
月
号
に
同
封
の

ち
ら
し
を
ご
覧
あ
れ
！

ぜ
ひ
、
ご
観
戦
く
だ
さ
い

q

い
つ
で
ら
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ

も
が
ん
決
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
の
と
し
て

州
日
川
で
誕
作し
し
た
ビ
l
チ
ボ
i
ル
。

人
ー
で
は
川
町
内
は
む
ち
ろ
ん
の
こ
と
会

同
作
地
に
普
及
し
て
い
ま
す
。

9
1
4
1
、
5
1
ニ
ま
吋
l
げ
に
γ
k

t

l
’’
t
at
・
2
i
l
’’S
F
、
Jas
－
－

m開
、
，，

化
体
行
セ
ン
タ
ー
φ

サ
ン
リ
l
ナ
ゆ

か』

h
会
場
に
、
人t
作
で
日
川
日
を一
組

、え
る
八
h

川
ビ
ー
チ
ボ
l
ル
競
校
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

今
大
会
に
は
全
国
は
都
県
印
市
区

町
村
か
ら
3
5
5
チ
ー
ム
、

2
0
6

4
人
の
選

rが
参
加
す
る
子
主
で
す
。

9
月
M
日
出
午
前
日
時
何
分
か
ら

9
月
日
日
目
午
前
B
時
四
分
か
ら
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走
る
事
｝
と
が
大
好
き

全
同
粉
神
樽
川
事
ヨ
出

ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
山
崎
制
州
，

一

刃
必
さ
ん

（
殿
町

・
辺
歳
）

う
あ
い
ピ
ッ
ク
北
海
道
大
会
）
に
出
場
す

る
射
a

さ
ん
。
隙
上
蹴
技
時
は
今
年
で
九

年
、
今
川
で
全
川
人
会
は
州
制
け
と
な
り

ま
す
。
縦

一
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
の
ん
k
同
大

会
で
百
口
走
や
二
百
灯
走
で
優
勝
す
る
な

ど
、
問
内
で
は
ト
y
プ
レ
ベ
ル
の
ラ
ン
ナ

ー
で
す
。

平
成
六
年
に
は
ド
イ
ツ

・
ベ
ル
リ
ン
で

聞
か
れ
た
同
際
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
附
界
陀

上
競
技
選
手
権
大
会
に
も
日
本
代
表
と
し

て
出
場
。
男
子
二
百
幻
走
の
部
で
九
位
と

な
り
ま
し
た
。
初
め
て
の
海
外
遠
征
と
あ

っ
て
怖
し
く
む
入
れ
は
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
外
国
の
選
手
と
‘
鮒
に
北
れ
た
ζ

と
が
楽
し
か
っ
た
と
訴
し
ま
す
。
今
阿
の

全
凶
大
会
で
は
日
山
山
代
ぷ
と
し
て
汗
灯
、

・：
れ
い
川
、
問
．
h
u
リ
レ
ー
の：
・純
川
に
エ

ン
ト
リ
ー
。
特
に
百
灯
、

J
．
山
口
で
は

τ

樋

M
制
覇
に
期
待
が
か
か
り
ま
す。

別
作
は
大
沢
阿
川
町
の
知
的
附
刀
打
施
設
、

「セ
l
ナ
苑
」
で
午
前
し
て
い
る
州

一
さ
ん
。

毎
日

一
時
間
近
く
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
は
欠
か

し
ま
せ
ん
。

本
仙
知
的
な
練
刊
は
九
川
に
入

っ
て
か
ら
。
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
A

を
小
心

に
週
に
三
、
四
M
近
く
の
陪
土
競
技
場
で

行
う
子
定
で
す
。

「
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
広
る
の
が
大
川
き

で
し
た
。
金
同
大
会
で
は
優
勝
を
H
析
し

が
ん
ば
り
ま
す
」
と
力
強
く
訴
す
射
．
さ

ん
。
大
会
に
向
け
北
海
道
に
出
発
す
る
の

は
九
川
－
－十
円
。
れ
分
の
h
M
を
先
州
し
、

一．
冠
制
崩
を
U
指
し
ま
す
。

オ協
議l

念

ゐ

.. 

ヤ

手
画
面
画
圃

・
会
社
の
概
要
を
教
え
て
く
だ
さ
い

終
戦
後
、
－
U
気
M
ma

に
就
職
。
当
時

は
U
訂
以
が
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
で

し
た
か
ら
、
的
地
阪
の
配
線
な
ど
は

す
べ
て
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭

日：
・卜
九
年
に
独
犯
。
八
日
ゲ
秘
的
い

で
刷
業
を
は
じ
め
ま
し
た
。
一

昨
年

に
は
倒
立
三
十
周
年
の
記
念
パ
ー
テ

ィ
ー
を
開
催
。
大
勢
の
方
に
祝
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
引
夜
は
一
市
気
仁
市
中

全
般
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
に

J
R
西
入
普
か
ら
糸
魚
川
聞
の
複
線

化
を
は
じ
め
、
最
近
で
は
サ
ン
リ
l

ナ
、
さ
み
さ
と
小
学
校
の
配
線
仁
事

な
ど
請
け
負
い
ま
し
た
。

・
こ
れ
か
ら
の
謀
題
は
な
ん
で
す
か

今
は
、
住
℃
を
は
じ
め
公
共
純
ぷ

の
辿
設
が
少
な
く
、
業
制
介
4
h
体
は
厳

扇谷美子さん（21歳 ・宮崎）
一ー もみの木歯科 一一

ドグループ

九
川
．
．
 
卜

．
H
か
ら
北
海
道
で
聞
か
札

る
全
同
村
神
崎
川
山
抑
将
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
ゆ

®~® 
j国5
井ぃ

丈5
裕2

末
広
町
の
酒
井
清
之

・
明

美
さ
ん
夫
獲
の
長
男

（
平
成
巴
年
同
月
四
日
生
｝

＠伝記c
水字
野の辻
岩
崎
の
水
野
文
雄

・
静

子
さ
ん
夫
妻
の
長
女

（平
成
巴
年
目
月
日
日
生
）！
一一

。

ミき犠

事岱北

芸警 陸
母早電
j設
ム：エー．
宝十業
問天淋）

し
い
状
況
。
川
内
外
へ
の
営
業
を
強

化
し
て
い
く
こ
と
が
よ
リ
重
要
で
す
。

ま
た
、
業
界
全
体
で
は
後
継
者
の

育
成
も
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
手

に
職
を
持
っ
て
い
る
ζ

と
の
良
さ
を

も

っ
と
P
R
し
、
符
い
人
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
必
．
決
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。

－
普
段
か
ら
心
が
け
て
い
る
こ
と
は

ま
ず
は
安
全

m．
で
す
。

い
に
比

え
な
い
小
川
弘
を
扱
っ
て
い
ま
す
か
ら
、

細
心
の
花
ぷ
を
払
っ
て
仕
併
に
吋
た

る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
耐

で
も
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

宇土侵の江畑親夫さん

結
婚
に
＆
こ
が
れ

一阪
大
卒
業
後
、
向
利
衛
生
七
と
し

て
こ
の
附
月
か
ら
働
い
て
い
ま
す
。

よ
う
や
く
仕
事
に
も
少
し
ず
つ
慣
れ
、

忙
し
く
も
充
実
し
た
旬
け
を
送

っ
て

い
ま
す
。
忠
者
さ
ん
に
は
、
あ
い
さ

つ
を
は
じ
め
、
常
に
明
る
い
笑
顔
で

持
す
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

休
み
の
日
は
、
反
だ
ち
と
ボ
ー
リ

ン
グ
や
カ
ラ
オ
ケ
、
シ
g

y
ヒ
ン
グ

な
ど
に
川
か
け
る
こ
と
が
多
い
で
す

ね
。
ま
た
、
今
年
か
ら
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
に
挑
戦
し
よ
う
と
思
っ
て

い
る
の

で
、
今
か
ら
糸
、
が
伴
ち
山
崎
し
い
で
す
。

ル
ジ
は
れ
や
せ
な
山
本
山
叫
を
作
る
こ
と。

結
婚
に
は
す
ご
く
あ
こ
が
れ
て
い
ま

す
。
相
手
が

い
れ
ば
明
日
に
で
も
し

た
い
く
ら
い
で
す
（
文）
。
珂
必
の
タ

イ
プ
は
お
も
し
ろ
く
て
向
性
か
ら
も

鮮
か
れ
る
人
。
け
十
く
そ
ん
な
人
に
山

会
い
た
い
で
す
ね
。

広
報
係
で
は

「
ふ
れ
愛
こ

う
さ
点
」
の
告
コ
ー
ナ
ー
に

出
て
い
た
だ
け
る
人
や
グ
ル

ー
プ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

「
出
て
み
た
い
」
「
出
し
て

あ
げ
た
い
」
人
が
お
ら
れ
れ

ば
、
広
報
係
（
岱
役
場
内
線

2
1
2）
へ
ご
一
報
を
。

-
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1990年、病原性大腸菌 ro-
157Jに汚染された井戸水が原

因て集団食中毒が発生。園児が

死亡じた事件て、 r重大な過失が

ある』との有罪判決がありまし

た。 この事件て注目すべきこと

は、実際の患者数が図外を含め

319人の多数に違じてりたこと

です。細菌感染に対じて伺か欠
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h品、引刷・l草a, .........品川‘
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町島．

企 A.HANAKO(?J

けてりたのではなりでしょうか。

0-157は潜伏期間が長りのに、

原材料のサンプル保存期間が短

く、未だ感染源の特定がてきま

せん。国から『サソブル保存期

間を2週間以上にする』とりう
正式通達を受けて、町ては病院、

学校、保育所等に専用冷涼庫の

購入を図り、万全を期してりく

処置をしました。

εめ1三ちのー＼＼
てノ ＼ 

ぺノ 爪．わ ） 
ぢ）・VI • .:f2彩

さ？っ・

〔
銀
メ
ダ
ル
】
｛3
歳
児
｝，

臼
本
柔
道
金

メ
ダ
ル
’
の
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
た
白

の
昼
食
の
こ
と
で
す
．

s
z
t今
臼
、
全
部
食
べ
た
か
ら
金

メ
ダ
ル
ワ
・」

保
母
『
ぞ
う
や
ね

l
、
ね
ず
食
べ
て

な
い
か
ら
銀
メ
ダ
ル
じ
ゃ
な
い
．

ね
夕
食
べ
て
金
メ
ダ
ル

E
取
ろ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

、っH
H
」

S
E
ん「
わ
た
し
銀
メ
ダ
ル
で
い
い
わ
」

ね
が
ど
の
若
手
打
4
3
ら
や
ん
で
す
．

〔
お
用
線
】
（4
警ん）

花
火
久
会
を
見
た
翌
日
の

こ
と

丁
〈ん

「
花
火
パ

l
ン
／
パ
！
ン
／
つ

で
し
た
ら
お
月
繰
び
っ
く
り
し

て
綴
れ
て
し
ま
う
が
」

「へ

え
l
f
液
れ
て
お
月
操
ど

マ
-:;> 

う
な
る
が
つ
・」

T
〈ん

「
キ
ラ
キ
ラ
お
星
織
に
な
る
が
」

·~天満月（？）
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湾岸で選びました（曾鈎保育所）

〔
美
人
に
な
る
薬
〕
〈5
歳
児
｝

保
母
が
岨
周
桑
を
飲
h

む
の
を
み
て

T
〈ん

「
先
生
ど
う
か
し
た
ん
げ
マ
」

保
母
「
あ
れ
つ
／
見
と
っ
た
ワ
・
突
は

ね
、
こ
れ
内
緒
や
げ
ど
義
人
に

な
る
祭
と
そ
テ
モ
テ
に
な
る
桑

な
が
よ
」

T
〈ん

「ふ
ー
ん
、
そ
っ
か
｜
」

保
母
「
7
く
ん
、
こ
れ
い
つ
ま
で
飲

め
ば
い
い
と
思
う
つ
’
」

T
〈ん

「
う
ん
、
8
月
ぐ
ら
い
ま
で
欽

めば・・・」

用
保
母
「
8
月
ま
で
飲
ん
で
も
美
人
に

は
、
う
ん
だ
ら
ど
う
し
よ
う
つ
・
」

T
〈ん

『仕
方
な
い
か
ら
ず
ー

っ
と
飲

み
続
け
っ
し
ゃ
い
H
H
』

保
母
『
・
：
：
：
：
ワ
」

広
報
ク
イ
ズ
⑪

（
問
題
）

①
あ
さ
ひ
わ
ん
ぱ
く
探
険
隊
は
ど
こ

で
行
わ
れ
た
？

＠
一－

咋

⑮

城

山

。

北
X

②
町
政
功
労
表
彰
は
何
人
の
み
が
受

章
し
た
？

＠
4
人

⑮

5
人

。
6
人

③
ふ
る
さ
と
夫
術
町
で
州
間
中
の
「
の

む
ら
消
h

ハ
凶
』
は
何
日
ま
で
川
似
？

＠
9
N
⑮
悶

N
O
m
u

（
応
募
方
法
）

会
は
が
き
に
符
え
の
記
号
、
住
川
、

氏
名
、
年
齢
を
い
れ
川
い
て

9
川
U
H
（中
1

H
消
印
有
効
）
ま
で
役
場
総
務
ぷ
秘

件
広
報
係
（
－T
側

l
mw朝
日
川
辺
ド

1
1
3
3
）
へ
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

抽
選
で
3
人
に
附
帯
券
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。
前
川
の
中
l

選
お
は
そ
み

や
リ
さ
ん
、
サ
が
さ
ん
、

W
M
塚
識
さ

ん
に
決
ま
り
ま
し
た
。

（
例
通
中
幻
辿
正
解
）

今と違って、ひと昔前までは、

夏に生物を食べるのを警戒しま

した。電気冷蔵庫や冷凍技術の

発達などで食料品の保存も容易

になりましたが、皆さんも十分

にお気をつけくださり。

藤塚出身て国際的に活躍する

舞踏集団 r11.J海塾』のメツバ－
世晶

の鱒丸さんが藤容公民館て夏合

宿を行りました。 10日には奉納

舞踏『がんねん」があり、神明

社境内て見させてりただきまし

た。蝉丸（本名 ：森田慶次）さ

んは r私の踊りの原点はふる

さとにあり、芯るさとから山海

塾の普及をじたり」と語ってお

られました。その全身て演じる

踊りに迫力と感動を覚え、すば

らしりの一言に尽きました。ご

活躍をお祈りします。.. 



平成

8年度

町
政
功
労
表
彰

～功績を

たたえて～

朝
日
町
の
発
足
記
愈
白
で
あ
る

8
月
4
1

目、

役
場

4
階
大
ホ

l
ル
で
平
成

8
年
度
の
町
政
功

労
表
彰
式
ガ
行
わ
れ
ま
し
だ
。

今
回
、
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の
は
、
突
通
安

全
、
教
育
文
化
に
そ
れ
ぞ
れ
功
労
の
あ
つ
だ
次

の
4
人

の

方

々

で

す

。

（

叡

称
略）

ザヲ・

「 1文面白町五言語式ア

． 

晴れの5受章3を受けられだ皆さん。前列左から岩芥さん、九里遺守さん、
魚津町長、 大平穏長、玉木智恵子さん、 7.1<島良子さん

市
街
地
形
成
を
目
指
し
て

ー
沼
保
新
土
地
区
画
整
理
組
合
の

設
立
総
会
開
催
｜

沼
保
新
ト上
地
灰
同
盟
埋
組
合
の
設

包
総
会
が

8
n
H
円
、
関
係
者
約
印

人
が
山
町
し
中
央
農
協
会
館
で
い
れ
わ

れ
ま
し
た
。

医療の現場から
あ

岡~t 
本~i 
政3安
広 ひ科
ん~、ろ

医
長

施
行
灰
械
は
沼
保
や
道
ド
地
似
な

ど
約

M
C。
道
路
な
ど
都
市
基
燃
の

格
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
公
川州
や

緑
地
も
備
え
た
肘
位
性
の
い
門
川い
市
街

地
形
成
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
計

州
は
平
成
日
午
度
ま
で
で
、
総
市ρ
業

向

M
は
ロ
位
3
千
万
川
を
比
込
ん
で

い

ま
す
。mぃ引a
HK
な
ど
の
役
円以
は
次
の
と
お

り
で
す
。

理

事

長

中

島
靖
夫

副
理
事
長

続
出
．
脱
、
大
判
除

．

理
移

・六
千
忠
、
ト八
付
制
世代、

・大
村

守
（
道
下
）
、
川
久
保
拓
也
、
川
久
保

二
男、

谷
武
占
、
村
上
務

監
事

大
付
守
（川
似
て

村
上
花
川

水

島

氏

子
（境
－U
歳
）

水
ね
さ
ん
は
、
M
M
引

0
・ド
1
l
nf

日叫

z
f
R
u
f

4

1
J
Jん

第
ロ
回
全
国
高
校
生
レ
ス
リ
ン
グ
グ
レ

コ
ロ
ー
マ
ン
ス
タ
イ
ル
選
手
織
出
湯
者

（
%
1
%大
阪
附
）

↑H
湾
健
太
郎

県
中
学
校
総
会
選
手
権
大
会

｛九
1
為

川町
内
心行
会
場
）

マ
采
道

・
叩H
f
川
体
3
伏
制
H
小

・
mM

P
制
人
間山
同
級
2
判
泌
川辺
剣
．
3
枕
術

泌
俊
悦

・
ル弘子
制
人
見
同
級
l
似
L
中
川

i
－
 

叫
刊

f
マ
陸
卜
．
競
技

・
女
子
治
幅
跳
3
伎
白
木

北
信
越
中
学
校
総
合
競
技
大
会

｛
%
1

U

内
向
山
県
）

V
浜
辺

・
川内「
州
人
日
同
級
l
H
泌
辺

制
、
3
代
術
協
佼
Mh
－
k
f
例
入
臼
同

級

3
住
専
寸
刑
挑
ιj

マ
時間
L
L
鋭
校

・
心
仏
f
ι也
脳
銚
7
似
内
・
本

第
刊
田
県
民
体
育
大
会
一
部

｛7
川
中

作
会
劫
）

マ
山吋し予

・
少
作川
H
f
州
T
2
刊
新
川
純

樹マ
陪
上
競
技

・
少
年
m
N
f
A
抑

M
2
U
一

件
氏
必

・
少
年
別
f
共
泌
や
リ
紋
2
U
一

絵
本
降
々

・
少
作
火
f
A
順

M
附
…
R
H
2

h
川
川
内
附

・
少
年
火

f
A
b
品
料
銚
2
H

h小
向
ち
と
せ

・
少
年
k

f
A
川
山
閉
山
肌
M
3

伏
山
本
児附一

・
少
年
女
f

B
加

M
1
伏

符
川
泉

・
少
年ル
弘
子
共
通
走
尚
銚
1
位

川
久
保
美
附

・
成
年
’
k
f
砲
九
校
l
伏

大
仏
有
紀
’
r

県
柔
道
体
震
別
選
手
橋
大
会
兼
国
体
予

選

（
%
山
川
同
市
）
※
l
作
一
の
み
拙
峨

マ
成
年
剛
山
「
引
は
級
友
述
作
樹

県
夏
季
ア
ー
チ

ェ
リ
ー
大
会

（
九
一
品
川

第
何
回
郡
三
町
町
長
杯
野
球
大
会

｛vn

l
M
郎
内
心
作
会
場
）

－
伏
キ

ッ
ズ

3
枕
崎
ク
ラ
ブ

第
刊
田
県
民
体
育
大
会
一一、
三
部

（
%

1
%
古
川
岡
市
は
か）

。
叫附
卜
絞
投
マ

．
叫
限
切
f
・
却
ぷ
ぷ
揃

いいι
恥
挑
i
代
川
削
・
刀
也
マ
中
山
下
火
f
－

i
午
剛
M
5
位
帆
川
本
主
体
山
・
2
、
3伊
中

川
M
陥
引
け
6
伏
川
川
水
麻
此

・
2
、
3
作
T

れ
也
恥
挑
1
ハ
円
引
本
附

。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
マト

般
W
’
r
l
w
M
…

菱
会
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
マ．

般

k
，t
l

代
的
ク
ラ
ブ

v
．
般
川H
f
1
山
代
治
ク
ラ

-

マ
少
年

k
，I
シ
ン
グ
ル
ラ
ウ
ン
ド
l
伏

1
1
1
f
 

品
ト
山引
か
r
h

l
d

新
川
地
区
高
校
総
体
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競

妓

｛vm入
濃
川町）

マ
州内
f
・仇山間脚
泊
いい川仙川
マ
久
「
次
勝
治
ぃ
H
M

L

父
＋
e
’
 

新
川
地
区
少
年
剣
道
大
会
（
%
魚
津
市
）

マ
山
子
川
体
3
杭
開
け
川
A

館
開
拓
国
町
ピ
！
チ
ポ
l
ル
大
会
策
全
国

ピ

l
チ
ボ
l
ル
町
予
選

（%
1
%
サ
ン

リ
ー
ナ）

マ
削H
4・
：

A
ク
ラ
ス
l
代
大
家
山
ピ
ー

チ
ボ
l
ル
愛
好
会
、

2
位
臼
成
金

・
8

ク
ラ
ス
l
仰
さ
な
ぎ
、
2
伏
一川崎
B
U

C
－
C
ク
ラ
ス
l
w
一
大
家
化
ビ
ー
チ
ポ

ー
ル
愛
好
会
、
2
刊
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ビ

．
。
ク
ラ
ス
l
伏
大
家
爪
ピ
l
チ
ポ
ー

ル
安
川
町
会
‘
2
伏
か
っ
さ
か
H
n

マ
’k

f
－A
ク
ラ
ス
1
伏
ア
ル
フ
7
1

2
枕
I
V山
G
・B
ク
ラ
ス
l
似
ゅ
う
む
‘

2
仰
I

・
C
ク
ラ
ス
1
代
大
山
本
山
町
ニ
ュ

ー
ス
マ
イ
ル
、
2
仰
一
消
水
町
・
P
ク
ラ
ス

l
似
い
八
一
氷
作
ス
マ
イ
ル
、
2
代
ト
ン
ボ

町
民
ゲ
l
ト
ポ
1
ル
大
会

｛
沼
市
岬
浜
公

同
）
ー内
川
泊
－
－
K
Hn
2
w
一
卜・
V
3
作
一
泊

ー

：

1

41

！

・
似
政
閥
抗
山
崎
C

町
民
サ

ッ
カ
ー
大
会

（
九
i
%
サ
ン
リ

l
ナ
グ
ラ
ン
ド
）

－
机
火
山
朱
W
2
伏
符
川
1
仲
代
的
．． 

医、

－M
崎

町
民
野
球
大
会

（
%
サ
ン
リ
｜
ナ
グ
ラ

ン
ド
）

l
R
党

2
ヶ
．h
吟

3
J
．
h
H
・．一
気
、

f
I

J
f
i
d

－

i；

I
 

大
家
山

町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

（
%
小
九
山

グ
ラ
ン
ド
｝

－
作
一泊－

一M

’k
、
山H－
e

．メ
－

2
伏
山
崎

3
位
し
人
家

ブ⑬
柔
道
V
－
般
叩H
f
1
仲
一
州
日
町
滋
妹

。
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
マ
．

仙耐
久
「
3
伏
レ

モ
ン
ズ

。
山
民山
マ
huM校
刷H
’
r
－
川
体
l
作
一泊一H川

校

・
例
入
1
伏
水
九
郎
総

。
ピ
ー
チ
ポ
l
ル
マ
山
一I
・
山
州
必
以
上

3
w
一
大
ん
糸
町
ビ
l
チ
ボ
ー
ル
愛
好
会

－

m必
以
上
3
仰
い
い
い
ち
こ
マ
日
必
以
上

l
N
判
け
ク
ラ
ブ

・
川
必
以
上
1U一
ト八

家
町
ニ

ュ
ー
ス
マ
イ
ル

。
ゲ
i
ト
ポ
i
ル
門V
山下
お
k
，1
3
位
朝

け
れ
集
会
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が＇＂遺伝性非ポリポーシス大腸燐

大腸癌は悪性腫需による死因

の中ては胃癌につ日て第2位を
占めてりますが、近日将来大腸

癌が悪性腫病の死因の第 l位を

占めると言われてります。

大腸癌の多くは環境要因（食

生活）が主怠原因てすが、中に

は遺伝が関与してりる大腸癌が

あります。遺伝が関与してりる

大腸癌！こは、家族性大腸ポリポ

ージスと遺伝性非ポリポーシス

大腸癌があり主後者は全大腸癌

の約5%を占めてります。遺伝

性非ポリポージス大腸癌の診断

基準は‘
A：第l度近親者（親、子、兄

弟）！こ発端者を含め3例以上

の大腸癌患者を認める大腸癌。

B：第1度近親者（親、子、兄弟）
に発端者を含め2例以上の大
腸癌患者を認め、かつりずれ

かの大腸癌が次の①～＠のり

ずれかの条件を満たす大腸癌。

①50歳未満の若年性大腸癌。②
むりん

碑琴曲部より近位側の右側大腸

癌。③同時性あるりは異時性大

腸多発癌。＠同時性あるりは翼

時性他臓器重複癌。

上記A、B何れかの条件に合致

する大腸癌となってります。

この家系ては一般集団よりも

著しく高率！こ癌が発生すると言

われてります。このような家系

に担当する人は積極的に癌検診、

大腸の検査を受けましょう。

ら
ヂ
成

8
年

3
川
ま
で
朝
日
町
υ
父
辿

指
導
以
と
し
て
地
域
の
交
通
事
故
防

た忠止
。 ~＼に

の努
？平 め
1え る
t・干：！ と
家主と
にも
Jl ..に
)J 
さ
fl 
ま
し

交
通
安
全

玉

木

智

芝

子

（東
下
町
・盟
凧
）

玉
木
さ
ん
は
、
昭
和

ω年
4
け
か

ら
川
ド
成

8
年
3
川
ま
で
判
川
町ハ
父
一必

指
押
川以
と
し
て
地
域
の
点丸一泊
が
欣
防

比
に
努
め
る
と
と
も
に
‘

ぃ
父
一
店
安
全

思
恕
の
統
u
A此門
家
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

九

皇

道

守

（宮
崎
・邸
歳
）

九
川
h
さ
ん
は
、

i
l
－

－－

l

、

昨
利
幻
汁
9
川
カ

ら
．
平
成

8
年
3
川
ま
で
ん
ぷ
附
白
川
然
昨

物物
『館
内 長
山符と
脱し
f.J包 て
位t~ 国
叢汁旨
」定
をの
合 天
む然
｜仁I~己
批 今

博
物
館
の
保
謎
行
成
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。
故
岩

井

正
美

（清
水
町
）

山石
井
さ
ん
は
、

昭
和
町
年
4
川
か

ら
平
成

8
年

6
川
ま
で
泊
野
球
ス
ポ

ー
ツ
少
午
問
折
符
省
と
し
て
ス
ポ
ー

ツ
少
年
州
の
育
成
に
努
め
る
と
と
も

に
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
青
少
年
の

健
全
育
成
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

対ii
綬：警
褒？会
牽；

紺
綬
磁
市
を
受
草
さ
れ
た
磯
山

伊
海
さ
ん
は
、
千
ぷ

7
作T
G
川
ぱ川

1

1

4

1

1

4

 

ー
こ
思
決
μr
．
七
十

η
「

JI
ム
H

凶
叩
釈

－

l
l
t
f、

｛

6
r
i
E
’e
L

紙
本
着
色
～ハ
出川
半
双
屍
風
を
町
に

寄
付
さ
札
ま
し
た
。

こ
の
作
品
は
抑
制
川
悦
凶
山
川

作
の
大
作
（
．
北
側
．舶
は
1
0
0
0
万

川
相
当
）。
公
誌
の
た
め
多
額
の
私

財
を
寄
付
し
た
－
」
と
が
必
め
ら
れ
、

今
川
の
受
ポ
と
な
リ
ま
し
た
。

. Ill；ソフトポール~F惚

1 11on9:00～サンリーナグランド・・か

. N'I、T公衆浴机ゲートボール大会

1 11uns:30- iliiiH01も｜

－郎クラブ対抗野球大会

I 11(11)9:00～ 小hillグラン ドー〉

9月のスポーツ

田町



社会福祉
協議会だより

領事J（乙，
券ν、

4・朝日町社会福祉協橋会
は、皆さんと共に地峨の

福祉向上を目指す福祉団

体です。

・場所朝日町得祉セン

ター内

宮 83-0576

健
康
食
、
つ
く
り
に
汗

｜
｜
福
祉
ふ
れ
あ
い
教
室

朝
日
町
社
会
制
祉
協
議
会
と

市
山
県
社
会
偲
祉
協
議
会
福
枇

募

集

『じ
ぶ
ん
パ
ワ
l
ア
ッ
プ
h

1=m：也E時彦E吋：H園田’Ill

－

職
業
能
力
開
発
の

た
め
の
受
講
生

募
集
科
目

・
住
宅
計
約
利
・
：
日

名

・
イ
ン
テ
リ
ア
施
仁
科
・

日取引

・
間
報
ビ
ジ
ネ
ス
科
－

m名
（
3
利
と
も
引
火
f

小
間
｝

願
骨
雷
締
切
り

9
川
口
口

Hω

入

所

日

山

川
9
H
W

訓
練
期
間

6
か
け

申
込
み

・
．
微
小
出
川
が
将
：
・
山
口
川
山

川町
品
部
職
業
能
力
附
発
セ
ン
タ

ー

・
雇
用
保
険
受
給
折・；
公

共
職
業
安
定
所

そ
の
他

流
し
い
こ
と
に
つ
い

て
は
同
開
発
セ
ン
タ
ー
（
烈
都

市
三
日
市
川
君
臼
H
0
2
5
1
）

くらしの情報室

L切iγzgI’nfoγ抑協tioη
白書団司副

カ
レ

γ
ジ
な
ど
の
宅
併
で
、

7

月
口
日
か
ら

5
同
コ
ー
ス
で
悩

祉
ふ
れ
あ
い
教
室
を
行
い
ま
し

た。
l
川
M
の
7
月
げ
日
は
、
同

社
セ
ン
タ
ー
で
初
%
の
受
点
打

が
参
加
。
町
社
会
制
批
協
油
会

即
日
恨
の
川
上
正
．
さ
ん
が
「

M

祉
の
動
向
と
今
後
の
ぷ
組
』
と

組
し
、
加
祉
の
川
山
川
仰
や
一
υ
川
齢
制
社

社
会
の
問
題
点
、
こ
れ
か
ら
の

悩
社
社
会
な
ど
に
つ
い
て
必
殺

を
行
い
ま
し
た
。

2
回
目
の

8
月
7
H
は
、
保

健
セ
ン
タ
ー
で
悶
名
の
受
議
伎

が
参
加
。
健
康
福
枝
認
の
松
本

杭
子
係
長
の
指
導
で
「
鍵
泌
食

の
作
り
万
』
の
調
内
実
符
を
行

い
ま
し
た
。

品
初
に
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

食
生
前
を
す
る
た
め
に
‘

6
つ

の
食
品
昨
か
ら
l
n
却
食
品
を

ま
で
。

－

ワ
ー
プ
ロ
技
術
講
習

期
間

山
口
白
日
制
か
ら
ロ
川

6
日
樹
ま
で
（
お
回
コ

i
ス）

午
前
9
時
か
ら
午
後
3
時
ま
で

場
所

黒
部
職
業
能
力
開
発
セ

ン
タ
ー

内
容

ワ
ー
プ
ロ
検
定
・
1
純
資

総
収
仰
を
円
指
す
知
識
と
校
能

の
付
与

対

象

再

就
職
を
治
情
す
る
い
に

t
h
y
y
 

ι抑
制
1

・

定
員

m
u
h

受
講
料

無
料
｛
た
だ
し
教
材

費
は
自
己
負
担
）

申
込
み

9
月
口

uω
か
ら
叩

川
1
H
ω
ま
で
に
黒
部
市
就
業

相
談
コ
ー
ナ
ー
（

E
M
H
1
6

8
4
）
ま
で
。
期
間
中
に
申
し

込
み
さ
れ
た
人
の
中
か
ら
選
考

と
な
リ
ま
す
。
催

し

－

山
城
探
訪
教
室

町
内
に
あ
る
山
城
の
冶
榊
を

掠
る
ニ
と
に
よ
っ
て
．
今
後
の

判
口
町
の
M
m
火
と
文
化
を
与
え

ト
4

でつ。
日
時

9
M
F旬
か
ら
日
月
上

旬
ま
で
の
数
川

場
所

朝
日
町
全
域

ありがヒうあたたかり怠
Q朝日町・：＠：SR待
(7月II日『8月10円）

O清水町行11＇ 。，.さんか
らLζ父 1F.，良さんが’1:1jijお
也t目前tこな勺fょ3ゴ干しとして

200.000ド1
0媛谷 米 11： ·~；.i山・ふじさ
んから金略式を.！c：念して

10.000い1
0八II会さんから

88,8881’l 

食
べ
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
秘

義
を
受
け
た
後
、
「
さ
け
ム
ニ

エ
ル
の
ヨ
ー
グ
ル
ト
ソ
ー
ス
添

え
」
『
山
川
市
と
肝
来
サ
ラ
ダ
」
な

ど
の
利
即
．に
挑
戦
。

リ
ご
ろ
、
料
理
は
わ
ね
手
の
物

の
主
婦
の
特
さ
ん
と
あ
っ
て
、

味
や
峨
リ
つ
け
も
大
変
す
ば
ら

し
い
腕
前
で
し
た
。

こ
の
後
の
け
m刊
は、

9
川
口

け
は
『
ち
ほ
う
の
ιJ附
と
対
応
」

叩
川
お
れ
は
「
介
泌
%
削
川
』
日

川
日
け
は
「
町
の
州
社
制
仰
は」

に
つ
い
て
山
下
ぷ
，

r之
と
な
っ
て

い
ま
す
。

寝
た
き
り
老
人
に

夏
季
見
舞
い

朝
円
町
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
町
内
に
お
住
ま
い
の
日
歳

以
上
の
在
宅
寝
た
き
り
老
人
な

ど
の
み
な
さ
ん
で
、
紙
お
む
つ

を
必
一決
と
す
る
品
名
を
対
象
に

「
紙
お
む
つ
文
紛
が
業
」
を
実

施
し
ま
し
た
。

作
地
問
れ
の
民
生
受
日
比
川
ん
位
愛

日
以
が
担
中
ー
の
お
宅
を
．
粁
．
粁

福｜祉｜豆｜事｜典｜⑧

ソーシャJv.ワーカー
わが国では、社会ti.Hit従・，，
名ーの ’般名称、としてIII t、られ
ている.IJil際的には、 l:il主の
~~と妓術を修iリした什会制
祉専門織にH’jーされる官官怖に
法づく匁祢であって、 l！？片的

な介：蔓 ・介助をれとしてHう
ケア ・ ワーカー｛介；~~illLU 
とは区別されている。

昭平日46if.公.｝；.の社会松村Ii:I: 
i去制定試案においては、 33f.T(
煩の月設相を l:J，＋：でのゾーシャ

ル ・ ワーカーヒ~·えていfζ ヒ

いえる。

また、 「・H会制争d:-1:＆.ぴ介
。T鍵縞枇セj去」の成、・・r.；品料のl’t
生省文舎で｛立、社会悩~It I:(= 
ソーシャノレ・ワーカー）、介，l俊
弘f.~t七 ｛＝ケア ・ ワ ー カー｝
と明文化されていた。

敬
老
の
日
・
老
人
福
祉
週
間
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施

9
川
目

uか
ら
引

uま
で
の

7
川
山
に
わ
た
っ
て
、
「
敬
い
も

の
H
・
吃
人
一
悩
祉
週
間
」
の
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
が
脱
附
さ
れ
ま
す
。

1
、
モ

ッ
ト
ー

「み
ん
な
で
支
え
る

長
が
め
よ
ろ
ニ
び
」

2
、
強
胸
テ
ー
マ

川
口
仙
僻
匹
。
が
小
失
心
し
て
れ
似
し

一
た
仲
仁
川
が
で
き
る
、
保
健

－
M

一
社
の
ま
ち
づ
く
リ
と
、
ふ
れ
あ

一
い
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
ひ
ろ
げ

一

ト
4

でつ。
し添訪
たえ問。、。

紙
お
む
つ
に
見
舞
状
を

お
盆
前
に
お
届
け
し
ま

また．ζれにあわせて朝

日町書志銀行と側H町老人

望聾王宝
求人験櫨 年齢 賃金 性別

続望書 1晶所 採用 資格経験

番号 問 休 自 人数 免 待望事

後械 2量 It
18才』 I 50,000-

事九
草月日田7月山

2 
普通自動車免評

30才 250,000 自守兄、官官2・4之S甚日 経験者優遇

2 土木施工管E聖士 22才ー
200.000-

持
朝日町大jij<庄

2 
土木施工管理士

50才 314,000 日守足、第2・4土a種目 (I級又は2級）

3 i魚 18才ー 260,000 5月
朝日町宮崎 不問

自市 70才 日キ兄

4 穴製自動車 45才
165,000-

~ 
朝日町月山

2 
大裂自動車免t午

選転手 以下 210,000 日祝、その他

5 普通作機員 18才ー
184,000-

~ 
朝日町笹川

3 
不問

｛一般土工） SS才 230,000 目、第2・a土曜日

6 一般事事完
30才ー 120.000-

女
朝日町沼保 ;w;卒程度

45才 140,000 日、土、抗 普通自動車免釣

7 給食鋼王室 員 20才ー
120.000-

女
朝包町通下

2 
不明

40才 。30,000 月8-11 B休み

8 ま量 事a 25才 ー 122,400-
女
朝日町綴l!!J

3 
不問

エ 45才 127 ,200 日祝、 4i!!l6休

9 可燃物、不悠物 18::t『 150,000』 女
朝日町治 不問

の叙 集助手 50才 170,000 自祝、土噌半日

10 s，除
錫 40才ー 750 女

羽田町平吻 不問
｛パート｝ 65才 週3-4自の勤務

平成8年9月分ホット求人情報講
師

側
口
町
文
化
財
保
議
委

円
以
長
竹
内
俊
－
氏

申
込
み

9
川
同
日
ま
で
供
雌

山
下
釘
深
｛
宮
役
場
内
線
3
2
2
）

ま
で
。

－

ち
ぎ
り
絵
教
室
展
覧
会

’E－
E

’

l

’’
l
s
l

、サJ
、，内
t
J
2
1

E
出
町

9
1
2
LU
U
ヵ・

hPaz－

ω
午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時

場
所
川
川
眼
中
間
館

学
科
航
で
の
牧
市
終

f
後
、

サ
ー
ク
ル
結
成
l
年
を
記
念
し

て
、
色
と
り
ど
り
の
花
の
色
紙

や
季
節
の
行
が
を
題
材
に
し
た

大
作
な
ど
、
向
刊
紙
を
つ
か
っ
た

ち
主
り
絵
の
作
品
を
版
・
ポ
し
ま

す。問
い
合
わ
せ

生
一
政
学
内
館
（
合

位
』

1
2
9
4
）
ま
で
。

－
救
急
フ
ェ
ア

l

い
つ
で
も
、
だ
れ
で
ら
で
き

る
教
命
救
急
処
涯
の
必
叩
句
会
を

附附惜
し
ま
す
。

ω～H
川
齢
お
の
知
識
、
経
験
や
能

力
を
い
か
し
た
、
就
労

・
社
会

参
加

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

進
め
よ
う
。

問
高
齢
お
の
生
き
が
い

・
健
成

づ
く
り
を
進
め
よ
う
。

制
み
ん
な
で
刈
齢
者
の
問
題
を

考
え
、
日
前
附
れ
を
文
え
る
取
組

み
に
制
倒
的
に
参
加
し
よ
う
。

mhH川的
社
会
に
お
け
る
米
政
や

地
域
机
会
勺
の
役
川
を
内
併
し、

お
以
い
に
協
力
し
て
州
は
か
な
M
K

M
社
会
を
つ
く
ろ
う
。

ク
ラ
ブ
述
合
会
が
、
日
中h
の向転

た
き
リ
老
人
ゃ
ち
ほ
う
老
人
の

皆
さ
ん
に
、
気
持
ち
よ
く
過
ご

し
て
い
た
だ
ニ
う
と
？
ジ
y
ク

式
の
肌
者
を
贈
り
ま
し
た
。

寝
た
き
り
に
な
っ
て
い
る
方

や
介
護
を
し
て
い
る
々
に
は
大

変
ご
打
労
が
多
い
こ
と
と
思
い

ま
す
が
、

州
川
町
社
会
制
社
協

議
会
で
は
少
し
で
も
快
泌
な
け

々
を
過
ご
し
て
い
た
と
、
」
う
と
、

上
中
川
け
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

固恒E】

会r軍人情報ー質表Jbニ・珂鳳下さい
会 ＜t> しいこ ζは、息遣公長職蝿安定員暗輔自骨:a:官82・01”へ針聞い古杓匂〈だ＜！－ぃ

第
3
号
被
保
険
者
の
皆
さ
ん

過
去
の
届
出
漏
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
等

第
3
号
被
保
険
弘れ
の
w
甘
さ
ん
は

例
人
で
保
険
料
を
れ
判
ず
る
句
』

と
な
く
、
や
が
て
法
礎
年
全
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
そ
の
た
め
に
は
第

3
号
で
あ
る
と
い
う
阿
山
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
川
山
が
泌
れ
る

と
直
近
の

2
年
間
に
似
リ
年
金

期
間
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
し
た

が
、
昨
年
の
4
月
か
ら
平
成
9

年
の
3
川
ま
で
の
問
、
特
例
期

川
が
設
け
ら
れ
、

2
年
間
を
凶
唱

え
た
分
に
つ
い
て
も
必
め
ら
れ

る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

談
中
↓
朋
聞
の
あ
る
万
は
、
忘

れ
ず
に
役
場
午
令
係
で
予
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

す
で
に
年
令
．
を
も
ら
っ
て
い

る
万
に
つ
い
て
も
刷
山
刷
れ
や

2
年
以
L
L
さ
か
の
ぼ
れ
な
か

っ

た
分
に
つ
い
て
こ
の
則
削
内
に

手
続
き
を
さ
れ
る
と
、
年
令
制
聞

が
榊
制
改
定
さ
れ
ま
す
。

--



司副司副

救
急
車
ち
の
展
示
も
行
い
ま

す
の
で
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

F

、
。

i
L
 

日
時

9
川

8
n
ω
午
前
日

時
か
ら
午
後
l
附
ま
で

場
所

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
「
ア
ス
カ
」

お
知
ら
せ

’

有
料
道
路
に
お
け
る

l
障
害
者
割
引

くらしの情報室

Living Infoγ悦~atio’n

身
体
ま
た
は
知
的
の
隙
堂
一
一を

持
つ
人
が
有
料
道
路
を
利
用
す

る
場
合
、
山
「
鮪
に
な
る
訓
引
証

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

①
身
体
的
刀
打
本
人
が
巡
似
す

る
場
八
日
（
等
級
は
問
い
ま
せ
ん
）

②
第

一
一
械
の
身
附
乎
悩
ま
た
は

第

一
一
側
め
保
育
手
帳
を
持
つ
人

を
乗
せ
て
介
護
者
が
運
転
す
る

場
合
①
か
②
に
ぷ
お
す
る
人
で
別
引

1=m＝幽r品雲E“：Kl:I・t’Ill

コミュニティホール「アゼリア」

第17⑤朝白町美術展

.部門絵画、書、彫刻・工芸、写真

11月1自在留～4日開）．期間

4砂会場

＊ 

届きましたか
調査票o

ヘ
ジ
高

一展
一
の

一術
一
身

一美
一
出

一度
一
び

一学
一
及

一幹
一

務

人

一ド
一

勤

の

一か一

、
上

一刊一

住

以

一目
一

在

生

直

町

校

一催
一

一関
一

芸
寸
一

－nH
U

－
 

－回一
一

現夜、調査員が皆織の作事業所にギ

業所 ・企業統計調脊の調資菓をお届

けしています。調脊禁にはもれなく

記入してくださし、。 証
の
交
付
を
希
笠
さ
れ
る
州
場
合

は
手
帳
、
印
鑑
、
車
検
証
、
免

託
証
（
介
護
者
運
転
の
場
合
は

不
安
）
を
持
参
の
う
え
、
役
場

飽
山
崎
一
制
批
判
時
へ
巾
山
心
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
町一いい泉
川
山
動
中

等
該
当
し
な
い
市
岡
が
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
健
康
裕
制

諜
（
合
役
場
内
線
1
4
1
）
ま

で
お
問
い
合
せ
を
。

－

交
通
遺
児
へ
の
育
成
資
金

向
動
市
中
一
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー

で
は
、
交
通
泣
川
ん
符
へ
の
育
成

資
全
の
貸
付
け
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
自
動
車
事
故
が

版
附
で
死
亡
し
た
方
、
ま
た
は

市
皮
の
後
必
附
山
肌
けが
伐
っ
た

N

の
「
必
で
、
0
ぶ
か
ら
中
山下引

の
4
3
ど
も
を
対
象
に
、
無
利
子

で
貸
付
け
る
制
度
で
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
内
動
車

一
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
日
山
支
所

（
宮

0
7
6
4
u
n
H
1
6
3

搬入は10月四日開

応募要I員、出昂申込書はふるさと美術館、

教育委員会、役場受付、毎祉センタ一、ア

スカにあります。

詳しいことについての問い合わせは、弱田

町立ふるさと美術館（ft82-0094）ヘ。

lO月20日（日

0応募資格

0応募期限

調
査
票

じ
っ
く
り
読
ん
で

はっきり記入

事業所・企業統計調査です。

町の工事発注状況（500JJF9以上）
ー このコーナーは町 が入札を行ったものを掲縦していますー Fヌ

< H8. 7.1～7.31> 

2匹 名 施刈ょ工先 完予成定
E宵
縮！＼ 3長 電S m当談金

~j歯~:t,－等にやさしい絡設改善21i~監 あさひ 8iド 111 
雄総l菜松組 あさひ

あさひ総合病院外来便所改修工事 病総院令 10月
13, 132 .500 

北陸支店 総合病院

滋絡災往復｜門事業
山崎
8年 経谷建設

町道illノi覇Ul書道路災害復旧第3号サ所工事 10月
6,592.000 

工~（悌
建設課

道路災寄復JEHJi'~
llJ崎
8年

JJ道湯Ii頼tx線道路来事復旧事4号7所工事 10月
6.695.000 紛広川＊lf 建設課

道路災符復旧事業
山崎
8 5f-

’I遺湯Ii覇1tX線道路災害復IBID'.5号7所工事 10月
13.699.000 鹿自民工業側 建設課

道路災怒復旧ll~~
山崎
S年

町道J号Ii頼北Xl書道路災害復旧第7.8-9号7所工事 10月
9,888,000 線開建設 建設謙

道路災~.ff彼！日本業
ILi曲帯 8~ 

町道場Ji極北X線道路員害復旧事IO号ケ所工事 10月
9,888.000 小訟長E設側 建設~ll

－
｝
ま
で
お
問
い
合
せ
を
。

－

財
形
持
家
転
貸
融
資

財
形
貯
孫
を
行
っ
て
い
る
勤

・

労
者
が
、
マ
イ
ホ
ー
ム
与
を
取

締
す
る
と
き
に
、
そ
の
資
金
に

つ
い
て
一服
用
促
進
事
業
団
か
ら

ギ
業
主
を
辿
じ
て
融
資
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

融
資
額

財
形
貯
必
伐
・ぃ
阿
の
叩

依
ま
で
、
4
0
0
0万
円
科
皮

返
済
期
間

最
長
お
年
間

年
利

3
・ぉ
%
（
変
動
金
利
制
）

詳
し
く
は
、
店
山
底
用
促
進

セ
ン
タ
ー
（
8
0
7
6
4
i
n

H
2
2
1
1
）
へ
。

g
月
9
日
は

「
救
急
の
日
」

－
1
1
9番
通
報
で
、
ケ
ガ
人

や
急
病
人
の
現
住
め
容
体
、
性

的和
、
年
齢
、

一変
訓
州
場
所
を
あ
わ

て
ず
、
は
っ
き
り
伝
、
え
て
く
だ

去、ぃ。
－
救
急
車
の
サ
イ
レ
ン
が
聞
こ

え
た
ら
、
船
悦
内ぷ
占
唱
を
一
品
導
し
て

く
だ
さ
い
。

－
緊
急
性
が
な
い
の
に
救
急
耶

を
利
用
す
る
の
は
や
め
ま
し
ょ

、「，。

＊ 

I ［~：~襲警用｜
1人でも多く、障害を

持つ方々の働く場が得

られるよう、事業主の

皆さんのご理解、ご協

力をお綴いします。

生活必需昂価格
ヲ

8月分（毎月 5日現高畑作） ~必l' I
..... ’ 2主

ヂ均 ｛雌 持？

SJI 前月比 前年｜司H比
tf ソ ／ 

112 2 - l5 ィ， （｛｝トイt1 el 
ilh H i1l1 961 ＋ - 15 
製 （配達！Se>
n程n調 L p tf ス

:!.366 + 14 + 273 ( 5 m’｝ 

f‘ ’ j;Jj・ 問 t先 市t) l96 。- 58 円 （’I •tl:ill:till600me) 

fll 
テ 4シュペーパー

561 ！γヘ。- 40 (400~文入× 5 ＋百人｝

n口n トイレ ・ソ トペ ーバー 409 I~ - 56 
(/;'X,紙ロール4f~J総）

食 ノマ ン

戸~ミ l 。u干3岳品6枚入り）
力日
'? ti ／ ·· f~ 
(450g lTh> 

＋ 9 - 40 

よ
しょう；Iii

570 2 -147 
<1 8 eベy トボトル入リ｝

食
サラダ illl

303 。-l42 
( ;t：リ谷~f700g 入 I))

と ヴ ・" IOI 。 6 ”ιn ' （らめん lTl 

I・ ずL
242 ＋ 7 7 (I tパ.， 7入リ｝

I匂
s〆前，v、出 24 -154 （＇判長ib b 100 g) 

生 暗転 1長l ~7会二I4 - 34 
(' 111主lhbl00g) 

飽ふ~＼ ~ll 204 + 12 ＋ 4 
j_:t ( Lサイ

iJ、ー’ 、.. 
209 - 18 + 20 u干i!li品lkg) 

食 fi it 丸、 し よ

(;l'(-i曲目岩， lkg) 274 - 15 + 61 

キ ヤ ，、＝ "/ 

内 1キu円IJ ui;.，瓜，＜；；， 1 kg) - 28 - 85 

人 ぉ， 
i〕3'92 十 46 - 54 U~iili品 lkg) 

農作業シーズン中の火災防止について
＝乾燥機を使用するときの注意＝

0使用前にはバーナーの湾錦、ベルトの点検を。

0給油の際、 j自があふれた場合はすぐに後始末を。

0使用中Id:時々見回りを行いましょう。
0 消火器を備え付けるようにしましょう。

また、図畑で籾がら等を焼却するときは、 E訟の強
い日や空気の乾燥している自はさけてくだぢい。

－
公
証
役
場
は
同
の
機
関
で
、

各
鍾
契
約
や
逃
宮
公
正
証
書
の

作
成
等
の
公
一
祉
事
務
を
取
り
扱

っ
て
い
ま
す
。

－
金
銭
の
貸
借
な
ど
の
大
切
な

契
約
や
法
一
言
は
、
公
正
証
行
に

し
て
お
く
と
安
心
で
す
。

－
契
約
や
泣
・吉
川
の
際
に
、
法
律

め
が
門
家
で
あ
る
公
説
人
が
、

出
J

4

4
刊
に
親
身
に
ア
ド
バ
イ
ス

し
な
が
ら
公
文
舎
で
あ
る
公
正

証
書
を
作
成
し
ま
す
。

刷
出
川
は
無
料
で
、
制
秘
儀
は
厳

守
さ
れ
ま
す
。
必
浜
町
日
知
、
手

続
料
輸
一
昨
説
し
い
こ
と
に
つ
い
て

は
、
魚
崎
伴
公
証
役
場
｛

E
M
1

6
7
4
7
）
へ
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。 契約と遺言は

公正証書で

10月1日～ア日は

「公証週間」

育段を目指して
解約手17ヘージ） 直二重目

． 斗4
有 3 ヒ無量
段分ン先四
者で ト自＆
。ニ； 死 る
総 l .人
、はj5 

よ ~；.T武
0＇主モ 宮
内 。 正
で 樹

g・

本
箱

朝
日
町
立
中
央
図
書
館

（
古
田

H
0
5
7
4）

新
し
い
本

二
般
書
）

い
ま
ど
き
点
つ
中！
な
判
州
山

川
中
山晴夫

到
の
体
制
慨
迷
宮
心
舟
一
編
多

湖

締

魅

必

の

ヒ

マ

ラ

ヤ

辻

向

山
U
V
引
よ
、
が
ん
と
闘
う
な
近
縦
一
誠

ゼ
ロ
ワ
ン
誕
午

小
品
明
久

コ
ラ
ム
タ
’寄

せ

派

久

文

治

『大
地
の
子
』
と
私
山
崎
盟
子

天
気
の
こ
と
が
わ
か
る
本

川
沢
秀
降
他

あ
の
こ
ろ
さ
く
ら
も
む
こ

冗
輸
の
」1
山子製

附
所
正
道

ゆ
び
き
り
げ
ん
ま
ん

両
紙
悦
史

・
光
代

屯
脳
は
白
山
間
を
め
ざ
す

部
桃

孝生

，のれ・
4
・
泌
ル
リ
の
色
支
け
欠
郎

中
同
十
日
陶
磁
入
門
中
尉
誠
之
助

消
費
の
な
か
の
議
｜
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
を
読
む
吉
本
院
内
明

必

愛

道

北

川
悦
災
許

（小
説
）

弟主
の
娩
秋

ザ
・
ス
リ
l

．
ゐ
原
悦
太
郎

述
必
周
作

ダ
ー
タ
・
タ
一9
1

時
摂
の
wm
H

S
・
キ
ン
ク

機
構
正
史

八
つ
纂
村本
の
紹
介

『山
岳
警
備
隊
出
動
せ
よ
／
・』

富
山
県
警
察
山
岳
瞥
備
隊
編

山
山
H
H
前
紘
一一u山
間
際
問

出
動
ぜ
よ
f
お

M
U
－、ミ
輸会

山
刷
れ
必
ち
る
雪
塊
、
絞
れ
妓

う
地
吹
雪
、
彼
凶作
ゼ
ロ
の
ホ
ワ

イ
ト
ア
ウ
ト
。
雪
崩

・
浴
石

・

滑
必
の
恐
怖
と
・
一市
．店
側
械
の
危

険
性
：：
：
。
日
本
．
の
山
岳
レ

ス
キ
ュ
ー
と
い
わ
れ
る
沼
山
似
小

野
祭
山
岳
鵬
首
備
隊
の
隊
員
た
ち

が
山
動
の
合
間
に
織
っ
た
、
感

動
の
出
動
記
録
。

出
題

九

段

北

村
昌
男

一紙
一
・
ヒ
ント

H
の
さ
め
る
よ
う
な
妙
手
が

一将
一

山
て
き
ま
す
．

7
2
悶
－

侍

ほ

附

分
で
初
段
、

6
分
で
三
段
。慎向

島

明

会

四

五

六

七

八

九

一
一

2 
三q重＇.！： !i 王銀
~ 歩

1i・ 主長
角 11~ 

3 4 5 6 

... 
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健康ィンフがーシヨシ

愛
の
献
血

⑧⑧⑥⑨⑦⑧⑧⑧ 

こ
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

協
力
者
名
（
7
月
実
施
分
、

食
印
は
棚
叫
、
※
印
は
成
分
、

そ
の
他
は
獅
叫
献
血
者
）

境
地
区
A
H
水
h

川線、

公
水
ね
則
成
、

兵
庫
俊
様
、
水
臥
叫
明
長
官
、
兵
隊
総
チ
‘

水白川凡礼
子

宮
崎
地
区
会
水
偽
五
之
、

会
扇
谷
成

．
、
水
島
県
湖
、
古
本
珠

一
夫
、
以
義
さ
ち
え

笹
川
地
区
A
M
折

谷
雄
犬
、

A
M
派
松
正
uw、
M

火
介
持
久

山市内、与
川
あ
ゆ
み

泊
地
区
公
安
透

災
「
、
A
H
沢
本
U

肌い八、
A
M

舟
川
．
俊
、

A
Mw
κ
ω

仰
犬、

会
総
沢
よ
し
f
、
古

川小法ルト火、

A
H

凶
ル
約
之
、

A
M
M

峰山

花
f
、
合
大
村
正
夫
、

A
M

以
来
係
、

占H
I

H
山
幾
代
、

A
H
池
川
公
火
、

A
H
ト〈

谷
利
枚
、

A
H
州
側
尼
正
義
、
会
一
点
川
瓜

附、

品H
V
平
野
総
「
、

女
川
凶
忠
、
ムM

附
品
淑
「
、
占H
出
制
力
也
、
A
M

似
品

川、

ムH
野
川
誠
彦
、
A
H

山
小
み
か
「
、

※
瀬
川
路
，
十
、
※
細
川
附
炎
、
※
b
h

似
此
、
※
刊
山－
A
，，r、
※
川
U
川

m
f、

※
以
阿
川
泳
子
、
※
U

側ト小川
一ぷ、

※
水

制
川
弘
、
米
以
t
F
・
4

ハ令
H
則
夫
、
M
阻

山肌山内F、折ハ介仁夫、久野本利保、
総川氏湾、山ト洋f、魚住．hAH
f、徳竹此怖ι’、大小作品乃、市r柳
トやf、じ仙仲良公夫、川部知災、
ぃ水上忠、河村川叩ノr、州本愛「、

L人命千歳、同的別五箇庄地区

品H安述M．、AH浜川H火f、公安

9月の各種相談
①時間 ロ会場 く相談は無料〉

2日 裁判所出張調停相談
（月） 。9:30～16:00 ロ福祉センター
3日 心配ごと相談
（火） 。13:00～16:00 ロ福titセンター
10日 心配ごと相談・婦人相談
（火） 。13:00-16:00 ロ福祉センター
11日 社会保険出張相談
（水） 。io:oo-1s:oo ロ役場会議員7
17日

心配ごと相談・行政相談

税務相談・人権相談
（火） 。13:00～16:00 ロ制全II：センター
心配ごと相談

24日 ①13:00～16:00 口偏枇センター
（火） 交通事故相談所巡回相談。io:oo～15:00 目黒部市福祉センター
25日 社会保険出張相談
（水） 。io:oo～is:oo ロ役場会議室

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

い
っ
て
も
、
む
や
み
に
食
べ
物

を
制
限
し
た
り
、
組
食
を
強
い

ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
必
援
な
子
不
ル
ギ
！

と
栄
養
を
上
手
に
と
り
、
バ
ラ

ン
ス
よ
く
食
べ
る
ζ
と
で
す
。

そ
れ
に
は
食
品
交
侠
表
を
的
附

す
る
こ
と
で
す
。
食
品
交
倹
表

と
は
ど
ん
な
米
議
ぷ
が
合
ま
れ

る
か
に
よ
勺
て
次
の
よ
う
に
分

け
た
も
の
で
す
。

〈表

1
v

ご
は
ん
、
パ
ン
、
め

ん
な
ど
の
殺
類
ゃ
い
も
矧
。

〈表

2
v

梨
物
。

〈
表

3
v

た
ん
ぱ
く
質
を
含
む

医 松と

宮本：
健 t~；；
｛系山
長 子ニ

糖
原
病
の
予
防
と
食
事

柏
Mm・
柄
の
多
く
は
迫
似
体
質

を
品
川
対
に
し
て
、
そ
こ
へ
過
食

や
迎
動
不
足
、
肥
刷
、
ス
ト
レ

ス
な
ど
が
き

っ
か
け
で
発
州
し

ま
す
。
，
T
防
の
た
め
の
食
事
と

※-Ii｝：子手I帳持参問合せ ：保健センタ－ fi83-3309 

『関東大震災

救護班編成』

大正12年9月l目、
関東地方に大地震発生。

泊町では救護班を編成

して、泊駅に常駐して

帰郷の穫祭蓄の救護に

当たった。

久
必
車
場
、

合
本
向
伎
km，＋人

会
長
崎

正
低
、
A
H
沢
谷
裕
争
、
A
H
篠
川
彰
広
場
、

A
M

加
賀
美
香
「
、

合官
向
wm将
入
、
※

ト八h
い岬安＋
一五了
、
※
安
達
晴
夫
、
以
藤

と
し
え
、
西
村
山
口川U
U
子
、
古川沢
和
美
、

柳
凶
州
出
川
、
河
村
英
子
、
村
l
郎
代
、

江
端
防
災
、

大
沢
則
／
r、
ル
小
ド
と
み

ιs、
追
分
ゆ
リ
f
、
州
内
川
美
也
f
、

2
2
1
J二
、

F
L
I
re
：
i
EH

銀－
h
d仇
t
’イ
d
j
s
AHイ
咋
iH
H

K

川
打
山
代
美

南
保
地
区
A
M
大
ぬ
品
川

会
一郎
、
占
HK
川
収
、

食
九
附
山
正円、

A
M

谷
正
月
入
、

占H
小
谷
川
子、

A
H

川
上

山
代剛山、

食
小
谷
均
、
会
谷
川
必
ιg、

※
淀
川
宏
樹
、
柳
沢
幹

pr
山
崎町地

区
会
久
保
川
・
以
．
、

A
H

じ
以
規
子
、

合
本
川
…
m
f、
品H
いし川仇%、

会
一溢山肌

州問、

A
M
仙
%
ほ
久
、

A
H
木
野
山H
M
子、

※
世
午
阪
店

一
、
※
大
合
敏
子
、
※
小

山
斡
純
、
安
迷
川
f
、出
H
h叫
悦
子
、

大
合
麻
チ
、
久
保
同
町
忠

大
家
底

地
区
会
山
本川棚、

A
H
州
民
俊
子
、

A
H

向
島
志
沖
ル
、
会
広
沢
希
、
合
大
久

保
一
力
眠
、
食
品
中
繁
倍
、

A
H
臨時
間
信

治
、
会
西
白
川
初
校
、
会
山
崎
菊
炎
、

会
森
本
必

一
、
※
伊
篠
山
問
、
小
川
好

菜
、
平
野
町
子
、
加
納
昭
子
」
口
問

環、

一品
烏
ス
エ
下
、
抑
制
川
知
済
下
、

山
本
良
好
美
、
市
本
伊
都
子
、
野
村
級

品S

（
以
上
問
名
｝

国
民 ｜舎

建｜月
イ呆｜の

費｜納
品｜期

食
品
、
魚
、
肉
、
卯
、
大
豆
製
品
。

〈表

4
v

牛
乳
、
礼
製
品
。

〈表

5
〉

パ
タ
｜
、
サ
ラ
ダ
油

な
ど
の
油
脂
類
。

野
菜
、

〈
表

6
v

卒。

き
の
、
六
海

こ
の

6
つ
の
分
け
方
を
活
問

し
て
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
事
を

と
り
ま
し
ょ
う
。
主
食
は
表

1
、

主
菜
は
表

3
、
刷
前
市
は
表

6
か

ら
逃
ぴ
、
牛
乳
と
果
物
を
過
貨

に
組
み
入
れ
ま
す
。
川
削
れ
れ
ば

簡
単
で
す
。
常
に
収

7
分

M
に

し
、
飽
械
で
長
生
き
で
き
る
よ

う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

⑨健康体練教室及び健康相談｛いずれも希望者)(;t、9月6目、 13日、 20日、 27日 （金
曜日）午前9時30介から保健センターで、老人事＇iU1tセンターでの健康相談（j9月3
日、 10目、 17日、羽田（火曜日）午後 li時30~ーから 、 9 月 1 8 日（水礎自）は基幹集落セ
ンターでも』守っています。

⑨栄幾相談は~2金礎自午前 98寺30~トから保健センターで行っています会

一一 『写真で見る羽目町のう

つりかわりJょっ

司王 業 名 月 日
会 ~C; 

（対象者等） 受付時間

胃がん検診 9月51:1 附
生活改善センター

〈常的地区〉 ①3:30-9:30 

子宮・乳がん検診 9 J J 5 Li （ね
ノI：：活改善センター

〈’点山；f.t也I.?<>θ13:15-14:00 

機能 訓 練 9 Jll7日（刈
保健センター

（脳卒中後遺症者） 。13:00～13:30
心の健康相談

9 JJ 2 H・9fl 
[ f-l~%＇it·Tn いずれも（月） 黒部保健所
けもします。（公認－1224) θ13 : 00 -l 4 : 00 
ちはう性老人の相殺も受けますh

子育て教室
9JJ1811(t}¥) 

l悦l～2州川：ち~~］ ①13:30～13:40 ｛呆鍵センター
とおかあさん ※ 

3か月兜健診・脱臼検診 9 J l 24 II (:I<) あさひ総イト病院

<8-'f-6丹生まれ ※） ①13:00～13:30 特形外科

4・5か月児健診 9JJ1711（刈
i制定センター

(8年4月生まれ ※） 。9:30～io:oo
1歳児健診 lOJJ l IJ(:l<J 

保健センター
(7年8、9月生まれ ※） 。9:30～10:00
1歳6か月児健診 9 JJ 2611耐

保健センター
(7年2、3丹生まれ ※） ①13 : 00 -14 : 00 

育児相談 9 JI l8U（水）
保健センター

（相談希望者 ※） (99:30-11:30 

交通事故発生状況調
フ月末現在 （ ）内は前年同月比

人身事政

件獄 ｜死者 ｜傷者

入警笛察署｜ 99 I 1 I 106 
管内 1(121)1( 3) 1026) 

( ~~） I ( 6) I ( ：~） 

物渇事放

334 
(284) 

96 
(107) 

休日救急診療当番医 務鵠～午後四
9月1日（日） 丸川病院 fi83-3391 
9月巴日（日） 伊東医院 合83-0504
9月15日日） 坂東病院 fi83-2299 
9月16日伺） 局桜医院 fi82-0010 
g月22日日） 橘 医 院 合82-0791
9月23日伺） 寺崎医院 古田一1118
9月四回目 中川医院 宮82-0120

ガソリンスタンド休日当番店
9月1日臼） 浜岡商店 fi82-0578 
9月8日日） 中央農協 HB3-l 135 
9月15日日） 朝日石油 HB2-0661 
9月16日伺） 全店営業
9月22日日） 大谷石油 B02-0703 
9月23日伺） 全店営業
9月四日（日 小川石油 ft83-3033 

詰
碁
と
詰
将
慣
の
解
筈

〈詰碁正解〉まず！＇.＼ Iの〆、ネから1fつ
のが1EしいT順で．以下:i.l5でしとめ
ます.!.'.¥ lで3から打つのは（I4、’R
lのとされにSの＋1foにfrたれて生き。

〈詰将棋正解＞ 2一会.f'i] Ii、4: •\'!. 
1.;j件、 2二l'J成、同金、 3：金まで7
T・Jf;め．
〈解鋭＞ 3ー令と1fつとい］｛It得、同銀
成． ｜司玉でI古みません.11'.ffV. ：.子IJ?>
4-＇.泡に~n 3 ： ｛~単jなり 2 ：令 、2

・Ji.. 1一歩棋のj古み。1［商事ti.下1I 2 
：角成!.i絶妙の ・手。同令で（，Joi]liで
む令を打ってiiiみ．｛問量li!il5ページ）

-
朝日町

第2・第4土曜日lま外来休診（試行）です。
急患は夜間・休日を間わず、24時間いつでも受付します。 怨83・1160あさひ総合病院

診療日／日曜日 ・祝日 診療時間／午前ア時～午後11時
所在地／黒部市消防署向側 会54-0731新川地区休日夜間急患医療センター

園田B



あ怠たの回りの身近な話題を待っています（ft83-1100内線212）ヘ。

本格的着工に向けて
一一 新清持セン守一建設エ事起エ式 一一

朝

n町
を
合
む
こ
市
三
町
で
構
成

す
る
析
川
広
域
闘
中
税
制
介
の
新
し

い
消
防
セ
ン
タ
ー
の
怨
設
工
事
起
工

式
が
八
月
二
十
日
、

一二
枚
橋
地
内
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

東
部
、
阿
部
清
掃
セ
ン
タ
ー
が
老

杓
化
し
て
い
る
た
め
建
設
さ
れ
る
も

の
で
、
獅
し
い
市
川
セ
ン
タ
ー
は
a

H
十
六
時
間
連
続
焼
却
で
き
、
処
瑚

能
力
は

－
日
中
l
た
り
川
ヒ
十
川
J
。

総
事
業
費
六
十
問
佑
・ム
下
万
円
を
か

け
、
平
成
十
二
年
三
月
の
完
成
を
回

折
し
ま
す
。

こ
の

n
の
起
［
式
に
は
魚
津
町
長

を
は
じ
め

i
事
関
係
者
約
百
瓦
十
人

が
山
席
。
川
仰
い
や
に
続
い
て
、
か
ま
入

れ
や
く
わ
入
れ
を
行
い
、
工
事
の
安

全
を
祈
り
ま
し
た
。

｜幻

ふ恕
がの
会也
会界
露ヘ

今年の出来は上々
ー バタパタ茶作り始まる

八
月
五
円
か
ら
蛭
谷
地
区
で
特
産

品
の
パ
タ
パ
タ
茶
作
り
が
始
ま
り
、

地
区
の
人
が
杭
を
出
し
ま
し
た
。

摘
ん
だ
一
換
を
ゆ
で
、
ム
ロ
と
呼
ば

れ
る
箱
の
中
で
発
醇
を
繰
り
返
す
、
」

と
約

一
か
円
。
九
川
月
初
め
に
ム
ロ
か

ら
出
し
、
天
日
干
し
を
重
ね
て
パ
タ

パ
タ
茶
が
で
き
あ
が
り
ま
す
。

今
年
の
お
茶
は
、
好
天
続
き
で
楽

の
成
育
は
上
々
。
地
区
の
人
は
「
今

年
は
刊
に
お
い
し
い
お
茶
が
則
符
で

き
ま
す
よ
」
と
訴
し
て
い
ま
す
。

藤
探
神
明
牡
境
内
で

藤
原
出
身
の
州
九
さ
ん
（
山
海
恐
）
に

よ
る
必
・
納
舛
加
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
舞
附
は
、
無
限
の
輩
聞
の
中

で
1
1

や
足
な
ど
全
身
を
使
い
舞
い
な

が
ら
喜
怒
哀
楽
を
表
呪
す
る
も
の
。

境
内
に
は
特
設
舞
台
が
設
置
さ
れ
、

時
や
み
の
小、

独
特
の
雰
附
れ
の
内

に
幻
想
の
快
界
が
広
が
り
ま
し
た
。

蝉
丸
さ
ん
は
、
円
本
の
主
要
都
市

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
出
外
で
も
公
泌

を
聞
い
て
い
ま
す
。

広報係では，& Topics News 

) ii 

旭ヶ丘

野

谷

三 枚橋

舟 ）, ，新

ど翠
笹

草

蛭

お言すとやかに

稔

干II 芙
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’er 
、”’e－．

小

舟

志

美

継

1
hd
 

政

保

比

一

時

義

的

f 

山川

二十

美

LL

1

 

且

F
t

'.);n 

義

菜月（女）

修斗（男）

イ削IH女）

能ノ｜：（努）

石谷あゆみ（女）

汗也（男）

大村

長崎

鍋谷

l隊出

j賓制

3人目誕生

おめでとうございます とやま来方見聞録」 一一

を満喫の魅力

「女子久生

日
H
1

＃
ヰ

鋭機

英仏i緒
日

女
子
大
生
に
新
川
地
方
の
魅
力
を

知
っ
て
も
ら
い
、
い
凶
都
閤
か
ら
情
報

を
発
信
し
て
も
ら
お
う
と

「女
子
大

生
と
や
ま
東
方
見
聞
録
」
が
行
わ
れ
、

八
月
八
日
に
朝
日
町
を
訪
れ
・
ま
し
た
。

新
川
広
域
問
が
今
回
初
め
て
企
画

し
た
も
の
令
、
早
稲
田
、

青
山
学
院

大
学
な
ど
四
大
学
の
十
二
人
が
参
加
。

マ
ス
コ
ミ
研
究
会
や
放
送
研
究
会
な

ど
で
勉
強
し
て
い
る
学
牛
が
、
三
泊

四
日
の
日
程
で
新
川
地
区
の
こ
市
一二

町
を
回
り
ま
し
た
。

朝
日
町
で
は
、「
越
山
房
」
で
陶
芸

作
り
、
ヒ
ス
イ
海
岸
で
ヒ
ス
イ
様

し
、
歴
史
公
闘
で
パ
タ
パ
タ
茶
を
味

わ
う
な
ど
朝
日
町
の
観
光
地
や
特
産

品
を
肌
で
実
感
。
「
海
が
す
ご
く
き

れ
い
」
、
「ぶ
や
お
米
が
と
て
も
お
い

し
い

」
な
ど
久
子
大
生
は
朝
日
の
魅

力
を
満
喫
し
ま
し
た
。

舟 ）ii新

~~ 
東下 Jllf

人普 JQf

東京都調布rn
月

西

111 

i変（男）

おじあわ包lC::
泉

間

由

明

杉

士
門

前
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，《B
E
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裕

美

子水恥

芳

美

直

詩

jfil 

~・I

学

人

守ー

ぷ長

．，、
FL
En
 
j
 
Ill 

井

るー

本
吋山

八
月
十

n、

悩
ま
ず
育
児
を

｜
｜

保
母
会
の
子
育
て
相
談

｜
｜

保
育
所
に
入
所
し
て
い
な
い
子
ど

む
を
対
象
に
し
た

f
行
て
相
談
が
八

川
五
H
、
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

朝
日
町
似
川
同
会
が
聞
い
た
も
の
で
、

育
児
の
悩
み
や
情
報
交
換
を
し
よ
う

と
l
八
組
の
籾
，
y
が
参
加
し
ま
し
た
。

会
場
に
は
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
や
絵
本

コ
ー
ナ
ー
を
は
じ
め
栄
し
い
遊
び
が

あ
リ
、

f
ど
も
た
ち
も
大
み
び
。

こ
の
チ
育
て
相
談
、
十
．

川
に
も

開
催
す
る
予
定
で
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
技
学
ぶ

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
実
技
講
習
会
が
八

月
十
九
日
、
ア
ト
ラ
ン
タ
オ
リ
ン
ビ ー

l
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
実
技
講
習
会

｜
｜

ツ
ク
で
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
日
本
チ
ー
ム

の
総
監
督
を
務
め
た
栂
野
尾
昌
一

さ

ん
を
講
州
に
迎
え
、
サ
ン

リ
1
ナ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
習
会
に
は
朝
日
、
入

善
町
の
中
高
生
を
は
じ
め

一
般
の
人
約
百
五
十
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
柿
野
尾

さ
ん
と
実
業
団
チ
l
ム
の

強
豪
「
ヨ
ネ
ッ
ク
ス
」
の

選
手
が
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や

ス
ト
ロ
ー
ク
な
ど
碁
本
の

大
切
さ
を

一
人

一
人
に
ア

ド
バ

イ
ス
。

参
加
し
た
皆
さ
ん
は
真

剣
な
表
情
で
練
習
に
汗
を

流
し
て
い
ま
し
た
。
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あ
さ
ひ
の
美
術

者フかお放索徹越る
と、とい浪す j底えと
しテ疑てのる的てい
て ｜いも画。にあ う
のマた生家次そらこ
本 、〈涯と々れゆと 一
俄it支なこもにをる。 ~I二 日
を巧るれ 言 生生可許懸付
貫のはがわ活か能さ命ゃ
い変ど問れのす性れに時
た 化 の 一 、場方をる作1H行
と。モの画を法探 l阪かに
い奥チ画風変をり界 をも
え端 l家にえ模、をす揃
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です。

チップが必要な具体例をいくつか挙げてみましょう。

．ホテル・…ベルボーイが部屋にパックやスーツケース

を通んでくれたときは、 lつにつき 2ドルを渡します。

また、夜に客室係がベットを整え、枕の上かベット脇

のテーブルの上にキャンディーかチョコレートが置い

であるときは、塑朝その客室係に3、4ドルをベッ ト

脇のテーブjレに置いておきます。

・タクシー・・・チップは料金の10～ 15%ぐらいですが、

荷物を乗せると20%ぐらいになります。

・レストラン－食事を終えて請求書がきたら、まず最

初にその請求書にサービス料が含まれているかどうか

を確認します。もし合まれていれば自動的にチップを

払ったことになり、チップの必要はありません。含ま

れていない場合は受けたサービスの満足度に応じて請

求傾の10～20%をテーブノレの上に置きます。なお、

アース トフードのレストランではチップの習慣はあり

ません。
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海外では、受けたサービスに対する感謝の印として

チップを渡すのが常識です。レス トランの給仕、ホテ

ルのベルボーイ、タクシーの運転手、ホテルの客室係、

駐車場係、美容師などにチップを渡します。チップは

法律で定められたものではなく 、どちらかと言えば習

慣のひとつです。金額は受けたサービスの内容と場所

によ って異なりますが、料金の10～ 20%が一般的です。

1ドル、 5ドル、 10ドルなどの小銭を持ち歩くと便利
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朝日中学校の英語指導助手シュー

ム・リリア・リンダさんがカナダの文

化や簡単な英会話を紹介します。
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